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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

…
１
　
ゐ
の
４
　
久

　
巾
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
輝
か
し
い
昭
和
四
十
八
年
の
新
介
を
迎
え
、

皆
さ
ま
の
ご
佻
康
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祝
い

巾
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
素
の
巾
政
に
対

す
る
あ
た
た
か
い
ご
理
解
と
ご
文
援
に
対
し
、

厚
く
お
礼
巾
し
あ
げ
ま
す
。

　
不
況
に
は
じ
ま
っ
た
昨
年
も
、
新
内
悶
の
誕

生
、
‐
木
列
島
改
造
問
題
、
年
末
の
総
選
挙
、
中

国
と
の
圓
交
｝
比
常
化
等
、
内
政
、
外
交
と
も
大

き
く
変
動
し
、
ま
た
、
地
力
行
政
も
経
済
成
長

か
ら
柵
祉
重
視
、
社
会
資
本
の
充
実
へ
と
転
換

し
て
お
り
ま
す
社
会
情
勢
の
巾
に
あ
っ
て
、
木

市
は
市
議
会
は
じ
め
巾
民
各
位
の
ご
協
力
の
も

と
、
緑
と
太
叫
の
柵
限
文
化
都
市
を
め
ざ
し
、

教
育
文
化
の
振
興
、
社
会
柵
祉
の
允
尖
、
環
境

察
鰐
の
推
進
、
健
康
な
町
づ
く
り
、
中
小
企
楽

お
よ
び
農
林
業
の
振
㈲
と
育
成
、
都
巾
基
む

の
整
備
、
広
域
行
政
の
推
進
等
を
防
に
債
似
的

に
諸
施
策
を
推
進
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
巾
政
全

般
に
わ
た
り
着
実
な
伸
展
を
み
ま
し
た
こ
と

は
、
ま
こ
と
に
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

　
本
年
も
、
こ
れ
ま
で
の
躍
進
の
上
に
た
ち
、

人
閥
尊
巫
を
市
政
の
基
本
理
念
と
し
、
二
十
二

万
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
そ
う
べ
く
、
明

る
い
住
み
よ
い
気
口
川
の
あ
る
都
巾
姓
設
に
巡
進

す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
新
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
乳
児
医

原
の
無
料
化
、
保
育
園
の
増
設
、
総
合
柵
祉

会
館
の
建
設
促
進
等
禍
根
行
政
の
允
実
、
小
中

学
校
老
朽
校
舎
の
増
改
築
、
第
二
給
食
セ
ン
タ

ー
、
市
民
体
育
館
の
蛙
股
、
北
野
廃
寺
跡
の

史
跡
公
園
の
着
手
等
教
育
文
化
の
振
興
、
市
中

心
部
お
よ
び
東
岡
崎
駅
川
辺
の
都
市
阿
開
発
、

南
部
公
園
内
の
交
通
広
場
、
岡
崎
墓
園
、
吹

矢
駐
市
場
の
荊
工
、
材
木
町
地
内
の
都
市
計

画
街
路
環
状
線
の
完
成
、
市
お
よ
び
組
合
施
行

に
よ
る
土
地
区
叫
整
理
事
業
の
促
進
等
祁
市

基
雅
の
整
備
、
上
下
水
道
の
拡
張
、
緑
化
セ
ン

タ
ー
、
桑
谷
山
荘
周
辺
の
観
光
聞
発
、
地
元

産
業
の
振
興
と
股
業
改
辨
事
業
の
推
進
、
消

防
料
四
部
出
張
所
の
設
置
、
市
営
住
宅
の
姓

設
、
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
脚
し
た
広
城
行
政

の
推
進
、
さ
ら
に
市
民
の
日
常
生
活
に
直
結
し

た
公
害
、
交
通
、
物
価
の
問
題
、
教
育
大
学
跡

地
の
問
題
等
解
決
す
べ
き
諸
事
業
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
か
本
年
も
市
政
に
対
し
倍
旧
の
ご
協
力

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
巾
し
あ
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

｜

ｔ

’ｚ

i’

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

ａ
長
斉
藤
鎗
一

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
輝
か
し
い
初
春
を
迎
え
、
謹
し
ん
で

皆
様
が
た
の
ご
消
栄
を
、
お
祈
り
申
し
あ
け
ま

す
。

　
新
ら
し
い
選
良
も
え
ら
ば
れ
、
第
二
次
田
中

内
閣
も
船
出
を
い
た
し
ま
し
た
。
日
本
人
の
心

を
豊
か
に
、
社
会
柵
阻
を
増
進
し
、
住
み
よ

い
、
公
吉
の
な
い
日
本
国
土
を
廸
設
す
る
た
め

に
、
今
ま
で
の
経
済
成
長
巫
点
主
義
か
ら
礼
会

局
措
重
点
に
、
政
治
の
流
れ
は
変
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
日
木
列
島
の
開
発
進
脛
に
、
国
は
全
力

を
傾
注
す
る
べ
く
諸
政
策
を
う
ち
だ
し
て
お
り

ま
す
が
、
物
価
の
安
定
、
公
害
対
策
、
社
会
保

障
の
向
上
等
ｓ
気
と
決
断
を
も
っ
て
、
と
り
組

ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
が
山
積
し
て
お
り

ま
す
。
住
民
サ
イ
ド
に
立
っ
た
施
策
こ
そ
、
貞

の
政
治
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岡
崎
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民
生
活
に
直

結
し
た
市
民
参
加
の
政
治
を
一
層
強
力
に
推
進

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
が
、
昭
和

四
十
六
年
か
ら
老
人
医
療
の
無
料
化
や
本
年
四

月
か
ら
の
「
ゼ
ロ
才
児
の
医
療
保
障
」
な
ど
国

の
施
策
を
先
ど
り
し
て
、
社
会
禍
陵
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
は
年
金
の
年
、

福
祉
の
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
経
済
成
長

か
ら
住
民
福
祉
へ
と
、
い
よ
い
よ
戦
後
の
政
治

期
に
は
い
り
ま
し
た
。
新
時
代
に
対
処
す
る
た

め
の
質
的
、
機
能
的
な
開
発
を
進
め
る
必
要
を

痛
感
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
岡
崎
市
政
発
艇
の
た
め
、
旧
年
に

も
増
し
て
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の

ご
多
幸
を
お
祈
り
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

福
山
市
長
立
石
定
夫

　
輝
か
し
い
昭
和
四
十
八
年
の
新
春
に
あ
た

り
、
親
善
都
市
岡
崎
の
市
民
各
位
に
対
し
、
噸

ん
で
新
年
の
お
よ
ろ
こ
び
を
巾
し
あ
げ
る
と
と

も
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
変
ら
ぬ
ご
活
躍
を
祈

っ
て
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
岡
崎
・
福
山
の
両
市
が
、
親
善
祁
市
提
携
を

宣
言
し
て
早
く
も
三
年
目
を
迎
え
、
そ
の
閥
、

市
民
各
位
の
深
い
ご
理
解
を
得
て
、
市
民
各
刷

・
各
団
体
に
よ
る
友
好
交
流
が
続
け
ら
れ
、
親

善
を
ま
す
ま
す
強
め
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
心

楽
し
い
こ
と
で
あ
り
、
貴
市
民
各
位
の
友
情
あ

ふ
れ
る
ご
厚
意
に
対
し
、
福
山
市
民
を
代
表
し

て
厚
く
お
礼
巾
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
岡
崎
の
観
光
と
物
産
展
を
、
本
市

恒
例
の
「
ば
ら
祭
」
期
間
中
に
開
催
し
て
い
た

だ
き
、
福
山
市
民
に
、
躍
進
著
し
い
岡
崎
の
姿

を
ご
披
露
賜
わ
り
ま
し
た
が
、
木
年
は
、
春
四

月
、
資
市
の
「
桜
ま
つ
り
」
に
呼
応
し
て
、
福

山
の
物
産
と
観
光
艇
を
も
っ
て
参
上
す
る
よ
う

準
備
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

　
岡
崎
市
か
ら
贈
ら
れ
た
藤
の
木
も
、
福
山
城

公
園
で
大
き
く
成
長
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
木
の
よ
う
に
、
岡
崎
・
揃
山
両
市
が
、
共

に
、
緑
と
太
陽
の
輝
く
市
民
都
市
と
し
て
充
実

発
展
す
る
こ
と
を
確
信
す
る
と
と
も
に
、
岡
崎

市
民
各
位
の
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

賀
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石
垣
市
長
桃
原
用
永

　
昭
和
四
十
八
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
岡
崎
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
あ
い

さ
つ
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
貴
市
と
の
親
善
都
市
提
携
が
結
ば
れ
ま
し
て

今
年
は
五
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
間
、
市
民
の
交
流
は
年
と
と
も
に
活

発
に
行
な
わ
れ
、
友
好
と
親
善
の
き
ず
な
は
い

っ
そ
う
拡
大
し
深
め
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
両
市
の
親
善
団
が
市
長
を
団
長
と
し

て
、
交
互
に
訪
問
が
実
現
し
、
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
は
ま
た
早
々
か
ら

貴
市
の
ご
協
力
を
得
て
、
本
市
の
職
員
数
名
を

派
巡
す
る
計
画
を
進
め
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
貴

市
で
お
世
話
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
当
市
出
身

ｆ
．
・
Ｓ
．
／
Ｌ
χ
．
・
″
．
．
Ｉ
／
ｒ
ｉ
″
・
・
Ｉ
Ｉ
・
．
．
く
／
・
・
１
／
ｙ
・
．
．
．
５
Ｌ
．
．
．
．
．
・
ｔ
χ
．
／
・
．
″
．
、
～
．
．
・
．
．
く
．
．
・
・
Ｉ
．
／
Ｌ
‘
．
．
．
″

助

正役

収
入
役

鈴
　
木
　
弥

小

野
　
　
荘
　　　一

平　郎

者
の
ご
指
導
ご
援
助
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
沖
紺
は
、
二
十
七
年
間
の
異
民
族
文

配
に
終
止
符
を
打
ち
、
昨
年
五
月
十
五
日
新
生

沖
縄
県
と
し
て
、
本
土
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
十
七
年
間
に

お
よ
ぶ
祖
国
か
ら
の
分
離
は
、
当
市
に
お
き
ま

し
て
も
、
行
財
政
の
巡
営
を
は
じ
め
、
産
業
経

済
、
教
介
文
化
、
運
輸
通
信
等
各
分
野
に
お
い

て
本
土
市
町
村
と
の
間
に
大
き
な
格
差
を
生
じ

て
お
り
、
一
歩
一
歩
是
正
に
向
け
て
鋭
意
努
力

を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
な
に
と
ぞ
本
年
も
旧
に
倍
し
親
善
交
流
を
深

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
頁
市
の
限
り
な
い

ご
発
展
と
市
民
各
位
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

あ
げ
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

石　垣　市　章
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十
二
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
十
一

億
四
ｒ
四
百
三
十
六
万
一
千
円
の
追
加
、
特
別
会
計
十
一
直
三
千

四
百
六
十
三
万
三
千
円
の
追
加
、
企
業
会
計
四
千
百
三
十
三
万
八

千
円
の
減
額
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
総
額
は
、
二
百
四
十
六
原
三

千
八
百
九
十
九
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
川
の
補
正
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計

（
回
国
圈
‥
）

　
老
人
医
療
扶
助
門
、
身
障
者

お
よ
び
精
岬
者
援
誕
施
設
措
置

扶
助
費
、
児
童
手
当
の
追
加
八

千
三
百
四
万
円
、
保
育
所
措
置

委
託
料
三
千
百
十
六
万
八
千

円
、
生
活
扶
助
や
医
療
扶
助
な

ど
の
生
活
保
護
費
に
四
千
二
百

八
十
万
円
な
ど
。

○
円
国
同
‥
）

　
ご
み
捨
場
整
鮒
工
事
費
、
同

作
補
償
費
な
ど
の
清
掃
費
に
五

百
三
十
七
万
七
千
円
。

（
‥
團
岡
問
圈
）

　
小
規
模
農
地
造
成
事
業
費
補

助
金
お
よ
び
西
瓜
接
木
…
田
共
同

育
苗
ほ
設
置
費
岫
助
金
百
十
七

万
円
、
占
部
川
、
安
藤
川
等
土

地
改
良
区
哺
助
金
お
よ
び
小
針

町
地
内
の
ほ
珊
整
術
事
栄
費

哺
助
金
に
千
百
六
万
九
千
円
、

川
排
水
路
改
良
等
土
地
改
良

事
業
費
一
千
十
三
万
九
千
円
な

ど
。

ｎ
円
円
㈲
）

　
国
庫
補
助
金
お
よ
び
起
偵
の

追
加
決
定
に
よ
る
南
公
園
用
地

購
入
費
な
ど
の
公
園
整
備
に
一

噫
九
千
八
百
五
十
万
円
、
都
市

･
―
t
開
発
事
業
費
補
助
金
二
億
二

千
九
百
五
十
一
万
六
千
円
、
そ

し
て
早
川
ポ
ン
プ
場
建
設
事
業

費
の
追
加
一
服
四
千
五
百
万
円

な
ど
。

｜

○
□
門
門
）

　
消
防
四
部
出
張
所
建
設
に
と

も
な
う
庁
川
器
具
費
や
消
防
団

の
火
災
出
動
旅
費
の
追
加
三
百

六
十
一
万
円
、
消
火
栓
新
設
費

政
粗
金
四
百
五
万
円
。

「
同
」
門
㈲
）

　
幼
稚
園
就
園
奨
励
金
百
六
十

六
万
五
千
円
、
小
・
中
学
校
の
プ

レ
ハ
ブ
教
室
設
置
費
一
千
二
百

三
十
九
万
五
千
円
、
児
倣
、
生
徒

の
増
加
に
と
も
な
う
机
、
椅
子
な

ど
の
校
用
器
具
お
よ
び
教
授
用

備
品
費
の
増
額
三
百
六
十
二
万

円
、
明
年
度
の
義
務
教
育
施
設

姓
設
に
係
る
地
質
調
査
費
五
百

一
万
円
、
学
校
給
食
の
事
業
委

託
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン

管
理
委
託
料
に
七
百
二
十
七
万

三
千
円
、
岩
津
第
一
号
古
墳
や

満
性
寺
収
蔵
庫
な
ど
各
和
文
化

財
保
護
に
要
す
る
経
費
二
百
七

万
五
千
円
な
ど
。

（
同
閤
開
円
）

来
脊
に
お
け
る
小
学
校
の
新

入
学
児
童
に
あ
た
え
る
交
通
安
ヾ

仝
帽
子
の
購
入
費
な
ど
交
通
安

全
対
策
費
に
百
三
十
二
万
八
千

円
、
緑
化
振
興
の
た
め
の
植
樹

事
業
費
に
八
十
五
万
円
な
ど
。

　
こ
の
ほ
か
国
家
公
務
員
の
給

与
改
訂
に
準
じ
て
実
施
す
る
市

職
昌
等
の
給
与
改
定
に
要
す
る

人
件
費
を
追
加
絹
正
し
て
お
り

ま
す
。

　
以
上
の
歳
出
に
対
し
、
市

税
、
国
県
支
出
金
、
市
債
、
そ

の
他
の
収
入
に
よ
っ
て
こ
れ
を

ま
か
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
別
会
計
・

　
企
業
会
計

　
下
水
道
、
中
部
、
南
部
土
地

区
画
整
理
事
業
、
競
艇
事
業
ほ

か
七
会
計
お
よ
び
水
道
、
病
院

事
業
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

事
業
費
の
追
加
と
人
件
費
の
補

正
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
市
長
専
決
処
分
に
よ

っ
て
補
正
し
ま
し
た
衆
議
院
議

昌
総
選
挙
お
よ
び
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
費
と
水
洗
便

所
改
造
資
金
貸
付
金
一
千
九
百

八
十
二
万
円
も
合
わ
せ
て
今
回

の
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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一
　

き
ま

っ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し

一

　
老
人
医
療
費
助
成
条
例
の
Ｉ
　
　
　
　
は
、
市
が
乳
児
の
保
護
者

部
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
代
わ
っ
て
医
療
機
関
に

　
老
人
禍
祉
法
の
改
正
で
、
本
　
　
　
対
し
て
医
療
費
用
を
支
払

年
一
月
一
日
か
ら
仝
国
い
っ
せ
　
　
　
　
い
ま
す
の
で
、
保
護
者
は

い
に
、
所
得
制
限
に
該
当
す
る
　
　
　
　
受
診
に
際
し
て
医
療
費
川

か
た
を
除
き
七
十
才
以
上
の
老
　
　
　
を
文
払
う
必
要
は
あ
り
ま

人
の
医
療
費
用
が
公
費
負
担
に
　
　
　
　
せ
ん
。

な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
社
会
保
険
な
ど
被
川
者

　
本
市
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
　
　
　
保
険
の
場
合
は
、
保
護
者

四
月
か
ら
市
の
制
度
と
し
て
老
　
　
　
　
が
い
っ
た
ん
医
療
機
関
の

人
医
療
の
助
成
を
し
て
お
り
ま
　
　
　
　
窓
口
で
医
療
費
用
を
文
払

す
が
、
六
十
五
才
以
上
の
ね
た
　
　
　
　
い
、
後
日
請
求
に
よ
っ
て

き
り
老
人
と
所
得
制
限
に
よ
っ
　
　
　
　
市
が
そ
の
医
療
費
用
を
保

て
国
の
制
度
の
対
象
に
な
ら
な
　
　
　
　
護
者
に
支
払
い
ま
す
。

い
老
人
は
、
引
き
続
い
て
市
が
　
　
　
　
受
給
者
証
の
交
付

助
成
を
す
る
よ
う
に
条
例
を
整
　
　
　
　
助
成
要
件
に
該
当
す
る
か

備
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
に
は
、
乳
児
医
療
費
受
給

乳
児
医
療
費
助
成
条
例
の
制
定
　
　
　
者
証
を
お
渡
し
し
ま
す
が
、

　
本
年
四
月
一
日
か
ら
一
才
未
　
　
そ
の
手
続
き
は
二
月
一
日
か

満
の
乳
児
の
医
療
費
用
を
市
で
　
　
　
ら
始
め
ま
す
。

｜
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う
う

論
汝

寸
一 （

作
ｍ
）

し
て
大仁

］

混
～
い
百
八
〇
９
　
言
所
冷
言
所
誤

所
作
辻
川
⊃
ノ
二
回
叫
尚
竹
⊃
ブ
　

鱗
子
〈
一
し
一
一
」
ド
エ
ル
バ
｛
｝
む
ご
ぐ
鱗
猟
朧

７
■
Ｊ
^
―
'
＼
'
-
―
"
4
"

-
．
う
、
応
募
．
じ
．
で
・
く
．
詞
？
４
．
い

魅
ヵ
彷
心
岡
崎
永
永
像

内
　
容

　
広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
論
文
（
作
文
）
を
つ
ぎ
の
要
領

に
よ
り
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
奮
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
「
魅
力
あ
る
岡
崎
の
未
来

像
」
に
ち
な
ん
だ
も
の
。

　
私
た
ち
の
岡
崎
は
、
緑
と
太

陽
と
水
に
恵
ま
れ
、
起
伏
と
景

観
に
も
富
み
、
誇
り
得
る
点
が

多
い
郷
土
で
す
が
、
ざ
ら
に
将

来
の
岡
崎
を
考
え
、
長
期
的
脛

望
に
立
っ
て
、
魅
力
あ
る
都
市

一
近
代
化
の
砂
を
い
だ
き
、
そ
れ

｛
を
尖
現
す
る
た
め
に
私
た
ち
は

一
今
後
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

- -
--

ニ●●-- ●●･･●●●|●●心・

い
か
。

　
現
在
の
岡
崎
を
み
つ
め
、
魅

力
あ
る
岡
崎
の
未
来
像
を
七
え

て
く
だ
さ
い
。

対
　
象

市
内
在
住
者
、
ま
た
は
市
内

の
学
校
、
事
業
所
な
ど
に
在
学

も
し
く
は
勤
務
す
る
か
た
。

　
（
作
文
は
、
巾
内
の
中
学
生
）

　
応
募
方
法

山
　
市
販
の
縦
書
き
四
百
字
詰

　
原
稿
用
紙
二
十
枚
程
度
、
一

　
人
一
編
に
限
る
。

　
　
（
作
文
は
、
四
百
字
詰
原
稿

　
川
紙
四
枚
以
内
）

闇
　
応
募
原
稿
に
は
必
ず
、
佻

　
所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
、

　
匪
帯
主
氏
名
、
電
話
番
号
を

　
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
（
作
文
は
、
学
校
名
、
学

　
年
い
氏
名
）

即
　
応
募
原
稿
は
お
返
し
し
ま

　
せ
ん
。
ま
た
心
募
原
稿
は
、

　
市
で
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
活

　
用
し
ま
す
。

　
締
切
り

　
昭
和
四
十
八
年
二
月
十
日

　
送
り
先

　
〒
四
四
四
　
岡
崎
市
十
王
町

二
丁
目
九
番
地
、
岡
崎
市
役
所

企
画
課
企
画
係
（
電
話
二
三
局

六
〇
三
〇
番
）
、
作
文
は
各
中

学
校
で
と
り
ま
と
め
、
教
育
委

員
会
へ
。

　
賞

山
論
　
文

　
最
優
秀
　
一
編
　
三
万
円

　
優
　
秀
　
二
編
　
一
万
円

　
陸
　
作
　
三
絹
　
記
念
岫

ぼ
作
　
文

　
最
優
秀
　
一
編
　
記
念
品

　
優
　
秀
　
二
編
　
記
念
品

　
佳
　
作
　
　
　
　
記
念
品
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47瓢の
･事業t;もな行

月

９

日

月

15
日

消
防
出
ぞ
め
式

成
人
式
、
市
の
木

選
定
発
表
会

３
月
2
7
日
　
北
庁
舎
に
て
技
術

　
　
　
　
　
系
六
課
と
水
道
局

　
　
　
　
　
業
務
開
始

１
月
2
7
日
　
矢
作
南
小
学
校
　
３
月
2
9
日

　
　
　
　
　
校
舎
新
築
工
事
完
　
３
月
3
1
日

　
　
　
　
　
工

２
月
一
日
　
法
律
相
談
が
予
約
　
４
月
一
日

制
に
変
更

～
1
6
日

２
月
1
0
日
　
市
政
パ
ト
ロ
ー
ル
　
４
月
‘

　
　
　
　
　
々
こ
だ
ま
々
号
を

　
　
　
　
　
配
車

２　２　　２

月月　月

22 20　17

日　日　　　日

藤滝団縮

川山来山

小寺岡市

学鬼　親

授ま　善

佼つ　使

舎り　節

滝
山
寺
鬼
ま
つ
り

藤
川
小
学
校
佼
舎

増
築
工
事
完
工

日

２
月
2
6
日
　
…
び
津
小
・
広
幡
小
　
４
月
‐
口

　
　
　
　
　
学
校
校
舎
増
築
工

　
　
　
　
　
事
完
工

２
月
2
8
日
　
秦
梨
小
・
常
磐
南

　
　
　
　
　
小
学
校
校
舎
新
築

　
　
　
　
　
工
事
完
工
、
大
樹

　
　
　
　
　
寺
小
学
校
校
舎
増

　
　
　
　
　
築
工
事
完
工
、
美

　
　
　
　
　
合
小
学
校
屋
内
運

　
　
　
　
　
勣
場
新
築
工
事
完

　
　
　
　
　
工

３
月
1
5
日
　
市
営
住
宅
平
地
荘

　
　
　
　
　
完
工
（
第
一
工
区

　
　
　
　
　
～
第
三
工
区
）

３
月
2
4
日

　
～
2
6
日

３
月
2
5
日

晦
の
伍
養
老
ホ
ー

ム
趣
味
の
作
品
展

労
働
文
化
会
館
新

築
工
事
完
工
、
六

ツ
美
青
果
物
冷
蔵

倉
川
新
築
完
工
、

山
中
・
若
松
保
育

園
完
工

八
帖
保
育
園
完
工

桑
谷
山
系
遊
歩
道

第
二
期
工
事
完
工

桜
ま
つ
り
、
９
日

家
康
・
歴
史
行
列

ね
た
き
り
老
人
の

医
療
の
無
料
化
、

心
身
障
害
者
柵
祉

扶
助
料
の
改
正
、

消
防
署
南
部
出
張

所
に
救
急
車
配

備
、
環
境
交
通
課

・
体
育
課
発
足

岡
。
崎
市
桐
樹
祭

　
（
本
絹
町
）

５
月
８
日
　
老
人
い
こ
い
の
家

　
　
　
　
　
開
所
（
元
能
見
町
）

５
月
1
5
日
　
斉
藤
議
長
・
平
松

　
　
　
　
　
副
議
長
就
ｍ

５
月
2
0
日
　
第
十
八
回
岡
崎
市

　
　
　
　
　
子
ど
も
大
会

６
月
‐
日
　
歩
く
文
化
財
め
ぐ

６
月
1
3
日
　
水
辺
陥
資
材
事
務

　
　
　
　
　
所
完
工
（
大
西
町
）

６
月
2
9
日
　
葵
中
学
校
校
舎
新

　
　
　
　
　
築
工
事
着
工
、
男

　
　
　
　
　
川
小
学
校
校
舎
増

　
　
　
　
　
築
工
事
着
工
、
山

　
　
　
　
　
巾
小
学
校
尾
内
運

　
　
　
　
　
動
場
新
築
工
事
着

　
　
　
　
　
工
、
公
害
パ
ト
ロ

　
　
　
　
　
ー
ル
々
あ
お
ぞ

　
　
　
　
　
ら
″
号
配
車
、
岡

　
　
　
　
　
崎
市
老
人
礼
会
本

　
　
　
　
　
什
団
結
成
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７
月
１
日
　
市
制
施
行
五
十
六
　
９
月
1
6
日
　
台
風
2
0
号
襲
来
に

　
　
　
　
　
周
年
記
念
式
典
、
　
　
　
～
1
7
日
　
よ
り
文
教
施
設
等

　
　
　
　
　
康
生
南
駐
車
場
完
　
　
　
　
　
　
　
に
被
害
う
け
る

　
　
　
　
　
成
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
1
9
日
　
心
拠
巾
学
校
・
芙

７
月
５
日
　
岡
崎
市
指
定
文
化
　
　
　
　
　
　
　
川
中
学
校
校
介
新

　
　
　
　
　
財
二
十
件
追
加
　
　
　
　
　
　
　
　
築
工
事
蔚
工

了
月
1
6
日
　
南
公
園
内
に
市
民
　
９
月
3
0
日
　
岡
崎
消
防
署
西
部

　
　
　
　
　
プ
ー
ル
完
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
張
所
新
築
工
事

７
月
1
9
日
　
水
道
局
西
部
配
水
　
　
　
　
　
　
　
着
工
、
羽
田
洋
教

　
　
　
　
　
場
通
水
開
始
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育
長
退
任

７
月
2
0
日
　
岡
崎
市
戦
没
者
迫

　
　
　
　
　
悼
式

７
月
2
2
口
　
矢
作
北
小
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
完
成

７
月
2
5
日
　
工
業
試
験
所
に
原

　
　
　
　
　
子
吸
光
分
光
光
度

　
　
　
　
　
計
設
置

７
月
2
8
日
　
み
か
ち
ゃ
ん
放
流

　
　
　
　
　
ま
つ
り

７
月
3
0
‐
　
ユ
ニ
″
ト
規
制
洲

　
　
　
　
　
始

７
月
3
1
日
　
第
一
回
動
く
市
政

　
　
　
　
　
教
室

1
0
月
１
日
　
新
教
育
長
に
鈴
村

　
　
　
　
　
正
弘
氏
就
任

10

月
１
日

31

日

10
月

10
日

　10
～月

　10
　日

12
月

10
日

1
0
月
1
2
□

　
～
1
7
日

1
0
川
2
3
日

　
”

‐
月
９
日

８
月
４
日
　
岩
津
中
学
校
校
舎
　
‥
目
月
一
日

　
　
　
　
　
新
築
仝
工
事
完
工

８

月

５

日
　
８
１
Ｊ
Ｉ
‐

　
　
　
Ｊ
Ｉ
－

１月昭和48年１-了-

８
月

12
日

岡
崎
観
光
夏
ま
つ

り
花
火
大
会

岡
崎
市
芙
術
館
開

館六
ツ
美
巾
・
南
中

学
校
校
舎
新
築
工

事
着
工

８
月
1
8
日
　
岡
崎
・
額
田
広
域

　
　
　
　
　
市
町
村
圏
協
議
会

　
　
　
　
　
発
足

８
月
2
0
日
　
岡
崎
市
子
ど
も
会

　
　
　
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

９
月
1
5
日

敬会
老
の
日
、
市
長

高
令
者
慰
問

川

Jj

3

日

４

日

日

月

日

日
25
日

日
月

13
日

‐
月
2
5
日

‥
‐
月
一
丿
八
一
日

川

--

岡
崎
市
郡
巾
芙
化

運
動
月
間

市
民
体
育
祭

岡
崎
市
芸
術
祭

第
二
回
み
ん
な
の

消
費
生
活
艇

市
政
対
話
集
会
、

市
内
‐
１
三
会
場
で

開
催

し
尿
く
み
取
り
の

区
域
割
制
尖
施
、

第
2
5
川
岡
艇
開
催

お
か
ざ
き
っ
ｒ
展

開
催

東
公
園
紅
低
ま
つ

石
城
市
行
政
視
察

団
来
岡

全
市
町
総
代
会

県
政
百
年
記
念
式

典

2
9
日
　
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

　
　
　
代
表
者
に
よ
る
、

12
月

10
日

一
日
消
防
署
長

衆
議
院
議
員
総
選

挙

｡jfl
ド
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
…
と
今
日

　
も
活
躍
す
る
公
害
パ
ト
ロ
ー
ル

　
若
い
芽
を
育
て
よ
う

Ｊ
Ｉ
岩
津
中
学
校
校
舎
完
成

▼川に清流を･…コイの放流(乙川)▼市民の声を市政に…市政対話集会開催▼文化の殿堂美術館完成

"

沸話奮‾
^コＳ

５

ｋ心こ

ト
じ
ょ
う
ぶ
な
体
を
つ
く
ろ
う

　
市
民
プ
ー
ル
完
成
（
南
公
園
内
）

４

力
い
っ
ぱ
い
の
競
技
に
わ
く

　
　
市
民
体
育
祭

飯

，
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冬
の
ス
ポ
ー
ツ
の
花
形
、
駅
伝
競
走
が

つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
寒
風
を
つ
い
て
全
力
で
走
る
選
手
た
ち

に
市
民
の
み
な
さ
ん
も
あ
た
た
か
い
声
援

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
と
　
き
　
一
月
二
十
一
日
（
日
）

　
開
会
式
　
午
前
九
時
三
十
分
、
真
伝
町

　
　
　
　
　
愛
知
県
岡
崎
総
合
運
動
場

　
出
　
発
　
▽
高
校
・
一
般
の
部
＝
午
前

　
　
　
　
　
十
峙
、
▽
中
学
の
部
＝
午
前

　
　
　
　
　
ｔ
時
十
分

主主

催管

コ
ー
ス

岡
崎
陸
上
競
技
協
会

岡
崎
市
、
岡
崎
市
教
育
委
員

会
、
岡
崎
体
育
協
会
、
中
日

新
聞
社
、
岡
崎
陸
上
競
技
協

会地
図
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
体
育

課
（
電
話
二
三
局
六
四
三
〇
番
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-一一ヽ～一一一一
｀心ノ

心／’

　
最
近
、
人
の
住
ん
で
い
な
い

倉
庫
な
ど
で
不
審
火
に
よ
る
火

災
が
相
次
い
で
発
生
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
無
人
建
物
か
ら

火
災
が
発
生
し
ま
す
と
、
発
見

が
困
難
で
あ
る
ぽ
か
り
で
な

く
、
被
害
も
大
き
く
、
ま
た
隣

接
建
物
へ
の
延
焼
も
憂
慮
さ
れ

ま
す
の
で
、
無
人
の
倉
庫
、
工

場
な
ど
の
姓
物
を
所
有
、
ま
た

は
管
理
し
て
お
ら
れ
る
か
た

は
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
留
意
し
、

火
災
防
止
に
ご
協
力
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
現
在
危
険
な
と
こ

ろ
は
す
み
や
か
に
改
修
し
て
く

だ
さ
い
。

・
施
錠
、
戸
締
り
を
完
全
に
し

て
、
浮
浪
者
な
ど
が
出
入
り
で

き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

・
建
物
内
へ
出
入
り
す
る
者
お

よ
び
作
業
巾
の
く
わ
え
た
ば
こ

な
ど
、
そ
の
他
、
火
気
の
取
扱

い
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
す
る

こ
と
。

秦
一
電
気
設
婬
な
ど
に
つ
い
て

は
、
常
に
整
附
、
点
検
を
す
る

こ
と
。

・
建
物
の
周
囲
へ
可
燃
性
の
物

品
を
集
積
し
た
り
、
放
置
し
て

お
か
な
い
こ
と
。

　
や
む
を
え
ず
μ
く
場
合
は
、

ト
タ
ン
な
ど
の
不
燃
材
料
で
お

お
う
こ
と
。

一
一
引
火
性
、
発
火
性
の
危
険
物

品
な
ど
の
保
管
に
は
、
と
く
に

注
意
す
る
こ
と
。

・
早
期
通
報

　
火
災
と
救
急
は
、
局
番
な
し

「
一
一
九
番
」
へ
…
…
…

″
ル
研
一
ｌ
ｌ
ｔ

　
叫
回
鴎
必
か
ｔ

年
始
は
、
ど
こ
の
ご
家
庭
で
　
※
「
高
級
品
だ
が
特
別
安
く
す

も
た
く
さ
ん
の
現
金
が
あ
る
と

き
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に

は
、
現
金
を
ね
ら
っ
た
サ
ギ
や

押
し
売
り
の
ふ
え
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
ま
す
。
サ
ギ
や
押
し
売

り
を
防
止
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

　
る
」
と
い
う
よ
う
な
、
う
ま

　
い
話
に
は
手
を
出
さ
な
い
。

※
知
ら
な
い
行
商
人
、
工
事
清

　
負
人
な
ど
の
甘
言
に
だ
ま
さ

　
れ
な
い
よ
う
、
価
格
な
ど
を

　
は
っ
き
り
聞
き
、
い
ら
な
い

　
場
合
は
、
は
っ
き
り
断
わ

　
る
。

※
新
製
品
等
の
モ
ニ
タ
ー
な
ど

　
と
称
し
、
人
集
め
を
し
て
商

　
品
を
た
だ
で
く
れ
る
よ
う
な

　
口
ぶ
り
で
誘
う
販
売
に
は
、

　
特
に
注
意
を
。

　
初
も
う
で
な
ど
人
の
混
雑
す

　
る
場
所
で
は
ス
リ
に
ご
用
心

　
を
力
。

　
　
　
　
　
　
（
岡
崎
警
祭
署
）
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．
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支
給
対
象
範
鴎

が

撚
犬

ｎ
Ｊ
「

　
十
八
歳
未
満
の
こ
ど
も
が
三
人
以

上
あ
る
家
庭
へ

　
児
政
于
当
の
対
象
範
囲
が
昭
和
四

ト
八
年
四
月
一
目
か
ら
拡
人
さ
れ
ま

す
。
こ
の
丁
’
■
I
は
、
口
木
国
内
に
住

所
が
あ
る
日
本
国
民
で
、
つ
ぎ
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

山
ト
八
才
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上

養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
第
三
子

口
以
降
に
十
才
未
満
の
児
童
（
昭
和

三
十
八
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
児
童
）
が
い
る
こ
と

恋
す
で
に
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け

て
お
ら
れ
る
か
た
で
、
第
三
子
日
以

降
に
五
才
以
上
、
十
才
未
満
の
児
童

　
（
昭
和
三
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
四
十
二
年
一
月
一
日
の
間
に
生
ま

゛おめでとうは

　　ダイヤルでどうぞ^

れ
た
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
か
た

閣
養
肖
者
の
前
年
の
収
入
が
一
定
限

度
額
（
扶
養
親
族
五
人
の
場
合
で
'
･
　
1

百
三
十
三
万
円
）
に
満
た
な
い
こ
と

　
児
京
手
当
の
文
給
範
囲
の
拡
大
に

よ
り
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
か
た

は
、
昭
和
四
十
八
年
一
月
か
ら
三
月

三
十
一
目
ま
で
に
社
会
課
児
童
係
へ

請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
に
は
、
印
か
ん
と
養
育
者

名
儀
の
預
金
通
帳
（
郵
便
局
を
除

く
）
お
よ
び
加
入
年
金
の
記
号
・
番

り
の
わ
か
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　
申
請
の
手
続
き
、
そ
の
他
く
わ
し

い
こ
と
は
、
社
会
課
児
童
係
（
電
話

二
三
局
六
一
五
〇
番
）
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

○
○
番
申
し
込
み
に
よ
ら
な
い
通
話
）
の
正
月
割
引
き
を

つ
ぎ
の
よ
う
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
・
)
終
日
「
夜
閥
通
話
」
な
み
の
割
引
き
料
金
（
μ
間
料
金

　
の
約
四
割
引
き
）
で
通
話
で
き
ま
す
。

④
割
引
き
に
な
る
通
話
地
域
は
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
こ

　
え
る
地
域
（
磐
田
以
東
、
岐
阜
・
鮑
山
以
西
）
で
す
。

　
　
な
お
、
一
〇
〇
番
申
し
込
み
の
市
外
通
話
は
平
常
通

　
り
の
料
金
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岡
崎
電
報
氾
話
局
）

／／／／／／／／／／／r／／／／／ノ／／y?／／／／／／i
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員
会
委
員
の

人
名
簿
登
録
申
請
に
っ

　
毎
年
一
月
一
日
現
在
で
、
農
業
委

員
会
委
員
の
選
挙
権
、
被
選
挙
椛
を

有
す
る
か
た
の
資
格
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
農
業
生
産

釧
合
口
の
か
た
は
、
農
業
生
産
組
合

長
を
通
じ
川
紙
を
送
付
い
た
し
ま
し

た
が
、
農
業
生
産
組
合
員
以
外
で
、

つ
ぎ
に
該
当
す
る
か
た
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
書
川
紙

は
、
市
役
所
農
務
課
ま
た
は
各
支
所

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　
申
請
を
要
す
る
人

　
岡
崎
市
内
に
居
住
し
、
昭
和
二
十

八
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
出
生
の

か
た
で

・
　
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き

こ
ど
も
た
ち
の

氷
あ
そ
び
に

御
要
心
を　　匹⊆≧

ら三邨

レぐレ
趾よ

し

　
耕
作
の
業
務
を
営
む
か
た
。

・
　
同
の
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶

　
者
で
、
年
間
お
お
む
ね
六
十
日
以

　
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
か
た
。

　
提
出
期
日
お
よ
び
場
所

命
　
農
業
生
産
組
介
員
の
か
た
は
、

　
農
業
生
産
組
合
長
の
指
定
す
る
期

　
口
ま
で
に
農
業
生
産
組
合
長
へ
。

今
　
農
業
生
産
組
合
員
外
の
か
た

　
は
、
一
月
十
目
ま
で
に
市
役
所
晨

　
務
課
ま
た
は
各
文
所
へ
捉
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
不
審
な
点
は
、
農
業
委

　
員
会
事
務
局
（
電
話
二
三
局
六
一

　
九
六
番
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

y
　
ｏ

Ｌ
Ｖ

岡
崎
市
農
業
委
員
会

-
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文化財(10)
岡
崎
市
内
の

　
　
　
仏
教
遺
跡
い
［

　
岡
崎
市
内
の
巾
心
へ
を
東
四
に

流
れ
る
菅
生
川
を
、
東
へ
さ
か

の
ぽ
っ
て
行
く
と
丸
山
町
付
近

で
川
が
、
乙
字
形
に
曲
が
っ
て

流
れ
て
い
る
所
が
あ
る
。
通
称

竜
宮
と
い
わ
れ
て
い
る
所
で
、

こ
の
北
岸
に
陵
一
帯
に
丸
山
古

噴
群
が
存
化
し
、
今
は
机
畜
セ

(筆者蔵)丸山廃寺出土、鐙瓦

ン
ク
ー
の
敷
地
と
な
っ
て
い
る
。

か
っ
て
こ
こ
に
古
墳
時
代
申
期

以
降
後
期
古
墳
ま
て
約
三
〇
基

の
古
墳
が
築
造
さ
れ
て
い
た
所

で
、
こ
の
古
墳
を
築
造
し
た
豪

族
が
後
に
今
の
芙
川
中
学
校
の

敷
地
に
な
っ
て
い
る
丸
山
町
上

地
州
に
寺
院
を
建
立
し
た
。

　
昭
和
二
十
四
年
九
月
頃
美
川

中
学
校
が
新
し
く
出
来
る
た
め

学
区
の
方
々
の
勤
労
奉
什
に
よ

り
運
動
助
予
定
地
を
整
理
巾
瓦

が
出
Ｌ
す
る
と
の
報
を
う
け
て

見
に
い
っ
た
と
こ
ろ
、
地
表
下

五
〇
セ
ン
チ
か
ら
六
〇
セ
ン
チ

位
の
所
か
ら
四
〇
セ
ン
チ
か
ら

五
〇
セ
ン
チ
位
の
厚
み
で
長
さ

輪
数
メ
ー
ト
歩
に
わ
た
っ
て
出

上
し
て
お
り
、
あ
き
ら
か
に
不

用
と
な
っ
た
瓦
を
あ
る
時
期
に

川
め
た
瓦
溜
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
採
集
し
た
瓦
は
、
男

瓦
（
筒
瓦
）
、
女
瓦
（
平
瓦
）
、

宇
（
の
き
）
瓦
で
鐙
（
あ
ぶ
み
）

瓦
は
採
集
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
史
に
瓦
の
質
も
、
堅

い
ネ
ズ
ミ
色
を
し
た
須
恵
質
の

も
の
と
、
や
わ
ら
か
い
赤
い
土

師
（
は
じ
）
貿
の
も
の
が
あ
る
。

宇
瓦
は
三
重
弧
文
深
顎
式
で
全

体
と
し
て
文
様
の
つ
け
か
た
が

北
野
廃
寺
よ
り
も
粗
雑
で
あ

る
。
し
か
し
瓦
の
つ
く
ら
れ
た

時
期
は
北
野
廃
寺
の
建
立
さ
れ

た
時
期
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
で
あ
ろ

う
。
そ
の
他
発
見
さ
れ
た
も
の

は
、
現
在
美
川
中
学
校
の
南
に

あ
る
「
か
ら
す
神
社
」
境
内
に

い
ぼ
神
と
し
て
祭
ら
れ
て
い

る
礎
石
が
あ
る
。
こ
れ
は
か
っ

て
は
美
川
巾
学
の
す
ぐ
東
の
桑

畑
に
あ
り
た
も
の
で
、
同
様
の

も
の
が
二
～
三
国
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
が
今
は
そ
の
所

在
は
不
明
で
あ
る
。
同
じ
く
礎

石
と
考
え
ら
れ
る
と
思
う
も
の

が
美
川
中
学
の
敷
地
東
北
隅
か

ら
出
土
し
た
自
然
石
の
平
な
石

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
数
川
調
査

を
し
た
結
果
ほ
ぽ
南
北
に
広
く

瓦
の
散
布
す
る
の
を
み
と
め

た
。
口
碑
に
よ
れ
ば
、
こ
の
寺

は
織
田
信
長
の
た
め
に
兵
火
に

か
か
り
焼
失
し
、
後
、
高
隆
寺

に
移
転
し
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
あ
る
い
は
、
大
平
町
辻
中

観
音
堂
は
、
大
同
元
年
に
建
立

さ
れ
丸
山
境
に
あ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
が
こ
れ
等
に
つ

い
て
は
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有

名
詞
に
つ
い
て
は
別
と
し
て
、

焼
火
、
移
転
、
古
い
年
代
等
に

つ
い
て
は
あ
る
て
い
ど
考
え
に

入
れ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
岡
崎
市
内
の
自
鳳
期
に

建
立
さ
れ
た
寺
院
を
二
つ
紹
介

し
た
が
、
こ
の
当
時
愛
知
県
に

は
ど
の
位
の
寺
院
が
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
か
？
飛
鳥
白
鳳
時
代

に
建
立
さ
れ
た
寺
院
は
尾
張

部
で
は
、
一
宮
市
長
福
寺
、

（
１
１
）
黒
岩
廃
寺
、
名
古
屋
市
元

興
寺
、
。
醍
醐
寺
、
春
日
井
郡
勝

川
廃
寺
、
（
注
Ｉ
稲
沢
市
国
分

寺
、
海
部
郡
甚
目
寺
、
知
多
郡

奥
田
廃
寺
等
が
あ
り
三
河
部
で

は
、
岡
崎
市
北
野
廃
寺
、
丸
山

廃
寺
、
ほ
田
市
鴛
鴨
廃
寺
、
腿
雲

廃
寺
、
ぷ
３
．
安
城
巾
松
副
寺
、

別
晰
廃
寺
、
幡
一
以
郡
陣
営
寺
、

宝
飯
郡
医
～
寺
、
弥
勒
寺
等
が

あ
る
。

　
三
河
の
内
で
罰
味
を
引
く
こ

と
は
、
矢
作
川
に
そ
っ
て
、
北

か
ら
鴛
鴨
、
北
野
、
別
所
、
松

削
寺
、
神
宮
寺
と
す
べ
て
矢
作

川
に
そ
っ
て
お
り
、
更
に
こ

れ
等
の
寺
が
す
べ
て
、
北
野
廃

寺
の
創
建
鈴
瓦
の
様
式
を
も
つ

こ
と
で
あ
り
、
矢
作
川
が
背
は

重
要
な
交
通
路
で
あ
っ
た
こ
と

を
想
像
さ
せ
る
。
更
に
こ
ま
か

く
見
て
ゆ
け
ば
、
鐙
瓦
を
出
土

し
て
は
い
な
い
が
丸
山
廃
寺
も

こ
の
北
野
文
化
圏
に
入
っ
て
も

よ
く
、
ま
た
北
野
廃
寺
創
建
鐙

瓦
と
同
系
の
慶
雲
廃
寺
、
圧
と

大
門
遺
跡
も
ま
た
北
野
の
文
化

圏
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、

北
野
廃
寺
の
持
っ
た
高
度
な
文

化
は
西
三
河
の
平
野
部
一
円
を

文
配
し
て
い
た
と
考
え
て
も
よ

い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
北
野
廃

寺
建
立
の
た
め
の
中
央
か
ら
き

た
技
術
者
集
団
は
西
三
河
に
ま

ず
腰
を
す
え
て
各
寺
院
の
建
立

に
力
を
つ
く
し
た
と
考
え
た

い
。
し
か
し
東
三
河
は
、
刎
の

技
術
者
集
団
に
よ
っ
て
豪
族
の

氏
寺
の
建
立
が
な
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
と
考
え
る
。
こ
れ
は
医
王

寺
、
弥
勒
寺
等
か
ら
出
土
す
る

瓦
が
、
紀
寺
式
、
石
川
寺
式
等

に
よ
っ
て
い
る
。
北
野
廃
寺

は
、
奈
良
県
豊
浦
寺
の
素
辨
高

麗
式
に
よ
っ
て
い
る
。
先
ず
、

三
河
で
は
西
三
河
に
早
く
仏
教

文
化
が
は
い
り
、
そ
し
て
次
に

東
三
河
に
仏
教
文
化
が
移
っ
て

い
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

な
ぜ
束
三
河
に
後
に
国
府
が
出

来
て
政
治
の
中
心
が
都
よ
り
遠

い
東
三
河
へ
と
移
っ
て
い
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
？
。

　
　
（
注
１
）

　
黒
岩
廃
寺
は
『
塵
袋
（
ち
り

ぶ
く
・
ろ
）
」
に
よ
れ
ば
「
尾
州

葉
栗
郡
二
光
明
寺
ト
云
ウ
寺
ア

リ
。
ハ
グ
リ
ノ
尼
寺
ト
名
ヅ

ク
。
是
ヲ
バ
風
鳥
浄
御
原
の
御

宇
丁
互
（
て
い
ち
ゅ
う
）
、
小

乙
中
（
し
ょ
う
お
っ
ち
ゅ
う
）

葉
栗
臣
人
磨
始
テ
建
立
ス
ト
見

エ
タ
リ
）
云
々
と
あ
り
、
小
乙

申
は
大
宝
令
制
の
従
八
位
相
当

で
あ
る
。
（
愛
知
県
の
歴
史
に

よ
る
）
こ
の
こ
と
か
ら
位
の
ひ

く
い
人
で
も
地
方
に
く
れ
ば
こ

の
よ
う
に
寺
院
の
建
立
も
可
能

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
恐

ら
く
葉
栗
郡
の
郡
司
で
あ
る

　
　
（
注
２
）

　
稲
沢
国
分
寺
は
出
土
瓦
か
ら

見
て
、
国
分
寺
が
建
立
さ
れ
る

以
前
に
寺
院
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。

　
　
（
注
３
）

　
松
韻
寺
は
北
野
創
建
瓦
の
系

統
を
引
く
瓦
が
少
し
出
土
し
て

い
る
。

　
　
（
注
４
）

　
大
門
遺
跡
は
北
野
廃
寺
の
対

岸
に
あ
り
、
弥
生
時
代
か
ら
各

時
代
の
遺
物
を
出
土
し
、
こ
の

な
か
に
北
野
と
同
系
の
鐙
瓦
を

出
土
し
て
い
る
。

　
筆
者
杉
浦
正
明
氏

　
　
　
（
岡
崎
市
文
化
財
保
護
審

　
　
議
会
委
員
）
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四
蕎
て
ぃ
騏
に
い
哩
！

　
こ
れ
か
ら
の
庭
喇
は
単
な
る

緑
の
確
保
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
四
季
の
花
が
咲
く
樹
木
を

植
え
込
ん
で
い
っ
た
ら
い
か
が

で
し
ょ
う
。

　
春
の
ジ
ン
チ
’
ウ
ゲ
、
コ
ブ

シ
、
夏
は
ゲ
″
ケ
イ
ジ
ュ
、
サ

ル
ス
ベ
リ
、
秋
は
キ
ン
モ
ク
セ

イ
、
サ
ザ
ン
カ
、
そ
し
て
冬
は

ナ
ン
テ
ン
、
ツ
バ
キ
と
、
春
夏

秋
冬
の
花
が
庭
先
で
咲
い
た
な

ら
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
花

ｙ
゛
・
ト
ｋ
ｊ
ｙ
・
ｊ
　
、
ｊ
Ｉ
４
ｒ
～
～
‘

で
感
ず
る
こ
と
が
で
き
、
ど
ん

な
に
楽
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
庭
に
植
え
る
化
木
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
月
別
に

開
花
す
る
拓
木
を
あ
げ
て
み
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
参
考
に
し
て
、
自
分

の
好
み
に
あ
わ
せ
た
納
樹
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
本
年
は
牛
ど
し
で
す
。
緑
化

も
、
せ
か
ず
、
し
か
し
、
着
実

に
進
め
ま
し
ょ
う
。

ト
今
を
盛
り
の
カ
ン
ツ
バ
キ
と
春
を
待
つ
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ

高木・低木別の開花時期（火を観賞するも。を含む）

㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜■㎜㎜㎜■■㎜㎜㎜㎜
月別　　　高　　　　　木 吸　　　　　　木

ｉ～２月|ウメ゜ツバキ・サザンカ・マンサク ロウバイ

３月 モモ・ミツマif・コブジ
オウバイ・ジンチョウゲ・レンギョウ・ア
セピ・ミズキ

４　月
サクヲ・カイドウ・王夕し/ン・ツバ
キ・ミツバツツジ

ボケ･ヤマブキ･こキヤナギ･サンザシ･ジキミ・
ドウダンツツジ･ヒバ

５月 カナメモチ・エコヽノキ
ボタン･バラ･ハマナシ・シャクナゲ･エニシダ・
ツ/レバラ・フジ･コデマリ･ハクチョウゲ･オオデマリ

６　月
ぜクa ■タイサンボク・モッコク・ト

手ノキ･ゲッケイジ.1.・ネズミモチ
シャクナゲ-アザレア・テイカカズヲ・サ

ツキ・アジサイ・ヒイラギナンテン

了　月
ネム・ギ:>リュウ・サルスベリ・タ

イサンボク
フョウ･ シモツケ・クチナシ・キョウチク
トウ

８　月
クサギ・サノレスペリ・ムクゲ■ モク

フョウ
ノウゼンカズラ

９　月 スギ・サルスベリ・ムクゲ

　　　一一　-モクセイ・廿サンガ

ｰ‥-‥-

サザンカ・モチノキ

マサキ・タチバナモドキ・サンゴジュ

＿　　　＿_　　　　＿_．_＿___＿

　チャIC月

－一
口月

　－一一
12月

　チャ・ヤツテ・マンIJ ョウ・ヤブ=lツジ・

　センリョウ
-　-　　－
　アオキ・ビナンカズラ・ナンテン■メギ

ヽj－　ぶiei :りjズT？7j　　≒>∠４”’j1121y
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(昨年の出ぞめ式より)

　
新
春
恒
例
の
消
防
出
ぞ
め
式
　
が
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た

が
消
防
職
員
、
消
防
団
員
二
、
　
し
ま
す
。

二
〇
〇
名
、
は
し
ご
車
を
は
じ
　
　
演
習
召
集
信
号

め
、
消
防
車
五
十
台
が
参
加
し
　
○
サ
イ
レ
ン
…
約
一
分
間
吹
鳴

て
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
み
な
　
　
　
’
吹
鳴
）
（
停
止
）
（
吹
鳴
）

さ
ん
多
数
ご
糾
覧
く
だ
さ
い
。
　
　
　
●
―
　
　
　
●
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
的
十
五
秒
）
（
灼
六
秒
）
（
杓
十
五
砂
）

　
と
　
き
　
一
月
七
日
（
日
）
　
　
○
警
　
鐘
…
適
宜
打
鳴

午
前
十
時
～
正
午
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
●

－
●
－
●

　
と
こ
ろ
　
乙
川
殿
僑
下
流
広
　
　
　
　
二
点
と
三
点
の
斑
打
‘

場
（
久
後
崎
町
）
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
放
水
訓
練
を
実
施
す

　
な
お
、
当
日
が
雨
天
の
場
合
　
る
た
め
に
、
乙
川
の
水
位
が
あ

は
、
一
月
十
四
日
（
口
）
に
行
　
が
り
ま
す
か
ら
、
ご
留
意
く
だ

な
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
。

　
当
日
は
、
午
前
八
時
に
消
防
　
　
な
お
、
全
消
防
団
員
が
集
結

団
ｎ
を
訓
練
Ｊ
‥
‥
集
す
る
た
め
、
　
し
ま
す
の
で
、
特
に
「
火
の

サ
イ
レ
ン
お
よ
び
瞥
節
を
な
ら
　
元
」
に
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
ご
注

し
ま
す
か
ら
、
尖
火
災
と
ま
ち
　
意
く
だ
さ
い
。



ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
　
　
よ
る
水
道

きざ市政だより　お　か
－13 ―　昭和48年１月１日

保
育
囚
の

｜

　
市
政
だ
よ
り
「
十
二
月
十
五

日
」
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

保
育
園
の
入
園
申
し
込
み
受
付

け
を
、
つ
ぎ
の
日
程
で
行
な
い

ま
す
の
で
、
入
園
を
希
望
さ
れ

る
保
育
園
で
手
続
き
を
し
て
く

ｌ
ｙ
。
　
ｌ
　
ｊ
ｌ
｀
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
｛
　
　
　
　
ぶ
ぶ
謝
諮

χ
渦
申
Ｅ
込
な
始
ぞ
ま
ず

Ｉ
　
謳
綴

＜
＼
こ
ａ
／
ｒ
＼
　
ｒ
ａ
Ｌ
“
１
廿
丘
　
ぜ
さ
ハ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
付
期
間
　
　
　
　
　
　
　

一
　
　

”
’
Ｅ
｀
’
゛
；
こ
Ｉ

=込Ｓかφt、こづ卜φ　私斗

注　新設予定の島坂は矢作南で、六名南は六ツ美北で、竜谷は竜谷連絡

所で受けつけます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　゛－　－J＝f.J〃-｡-

ｊ

-● ●･ 〃

保育園名 受付日 保育園名 受付日

元　能　見 □ 若　　　松 25

るんびに □ 島　　　坂 25　26

明　　　徳 □　18 山　　　中 25　26

燕　ヶ　丘 □　18 ｜六ッ・西 25　25

六　　　名 18　19 １　・　　　む 25　26

み　な　み 18　19 し尺　ｔ　南 25　26

八　十　塚 18　19 ｌ　ｓ　岡　南 25　26

根　　　石 18 19 岩　　　松 26

男　　　川 19　i 竜　　　谷 29

矢　　　作 22 23 六ッ美中 29

矢　作　西 22 2り 大　樹　寺 29　30

岩　　　津 22 23 1 本　　　宿 29　30

白　　　鳩 22 23 1 八　　　帖 29　30

祐　　　金 23　　1 細　　　川 30　31

秦　　　梨 23 矢　作　北 30　31

六ツ美北 23　24 百　　　A 31

六　名　南 23　24 常　　　磐 31

禍　　　岡 24　25 六ツ美溺 31

城　　　北 24　25 藤　　　川 31

受
付
時
間

午
前
九
時
～
午
後
四
時

又
付
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ

一
月
十
七
日
上
月
三
十
万
　
こ
と
し
は
大
寒
波
の
襲
来
が

一
日
（
土
、
日
曜
日
を
除
｛
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
各
ご
家

Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
庭
で
は
次
の
要
傾
で
防
護
措
眼

だ
さ
い
。

　
な
お
、
手
続
き
な
ど
く
わ
し

い
こ
と
は
、
各
保
育
剛
ま
た
は

市
役
所
禍
祇
事
務
所
保
育
係
（

電
話
二
三
局
六
一
五
五
番
）
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

吻卜納,納匈娩ク４φμ夕戸ｆβφへ吻･

を
し
て
く
だ
さ
い
。

田
　
屋
外
の
水
道
管
の
露
出
部

　
分
に
は
、
古
毛
布
な
ど
の
保

　
温
材
を
巻
き
つ
け
、
さ
ら
に

　
そ
の
上
を
雨
水
で
ぬ
れ
な
い

　
よ
う
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
お
お

　
っ
て
破
裂
を
防
い
で
く
だ
さ

　
い
。

閤
　
か
ね
て
か
ら
ご
案
内
し
て

　
お
り
ま
す
甲
止
水
栓
を
取
り

　
付
け
て
い
た
だ
き
、
万
一
水

　
道
管
な
ど
が
破
裂
し
た
と
き

が
、
み
な
さ
ん
か
ら
「
修
繕

を
依
頼
し
て
も
来
る
の
が
遅

い
／
」
と
お
し
か
り
を
い
た

だ
き
ま
し
て
も
受
付
の
順
番

に
修
繕
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
し

て
も
早
く
て
半
日
、
状
況
に

よ
っ
て
は
そ
の
日
に
行
け
な

い
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
寒
波
と
い
う
事
態
に

対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
修
繕
に
お
伺
い
す
る
ま
で

の
間
は
、

甲
止
水
栓

＆努
Ｆ

修
絣
は
、
水
道
局
と
水
道
工

事
店
の
職
ｎ
を
総
勁
昌
し
て

こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
水
辺
局
に
お
申
し
込

み
い
た
だ
い
て
も
水
道
工
事

店
が
出
向
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
水
道
工
事
店
の
場

合
の
修
絣
工
事
費
は
、
現
金

で
直
接
お
支
払
い
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
（
こ
の
場
合
「
岡

崎
市
管
工
事
業
協
同
組
合
」

の
領
収
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
）

ｙ
ｈ
ト

＼
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新
し
く
有
権
者
と
な
ら
れ
た

み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
つ
ぎ
の

と
お
り
感
想
文
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

　
内
容
と
標
題

Ｏ
最
近
の
衆
議
院
議
い
総
選
挙

に
お
い
て

Ｏ
「
成
人
の
目
」
を
迎
え
、
新

竹
幄
者
ま
た
は
社
会
人
と
し

て
、
と
く
に
自
分
自
身
に
経
験

し
、
も
し
く
は
考
え
た
り
、
感

じ
た
り
し
た
こ
と

　
標
題
は
そ
の
内
容
に
ふ
さ
わ

し　/I

ﾘ

ﾓ：

内

枚
　
数

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四
枚
以

　
（
一
、
六
〇
〇
字
以
内
）

応
募
資
格

昭
和
二
十
七
年
一
月
一
日
か

ら
昭
和
ニ
ト
八
年
十
二
月
三
十

一
目
ま
で
の
閥
に
生
ま
れ
た
か

た　
締
　
切

　
一
月
三
十
一
口
（
ｊ
日
消
印

有
効
）

　
提
出
先

　
愛
知
県
選
挙
管
理
委
員
会

　 　 　 　 ｜

｜

　人選　　を

そに挙三入行地選

の通管月選な方

他知理下決い審考

　し委旬定ま査
　ま昌こ　すお

　す会ろ　　゜よ
　o ﾌ&，｀　　　　ブV*

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
岡
崎
市

選
挙
管
理
委
1
　
4
会
（
電
話
二
三

局
六
〇
四
六
番
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

(昨年の衆議院議員総選挙にて)

Ｌ
■
^
.

-
-

.

.
■

償
却
資
産
の
申
告
を

　
固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家

屋
の
ほ
か
償
却
資
産
の
所
有
者

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　に

償も

却課

資税

産さ
と　れ

はま

　｀す

時　゜

の

経
過

た

は　申

巾告

告用

方紙
法の

の　な
わ　い

か　か

ら　た

な　｀
い　ま

に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が
減
少
す

る
機
械
、
工
具
、
器
具
、
備
品

　な
こど

れを

らい

のい

資ま
産す

を　゜

事

業

八
商

ﾄﾞ昌言言昌

昭雪二乱

Ｉ　　ミ　　　ー　丿●．使
用
し
て
い
る
所
有
者

月
一
日
現
在
の
資
産
の

一
月
三
十
一
日
ま
で
に

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

か
た
は
、
資
産
税
課
償
却
資
産

係
（
電
話
二
三
局
六
〇
九
四

番
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
遠
隔
地
の
み
な
さ
ん

に
は
、
つ
ぎ
の
拗
所
で
臨
時
受

付
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
ｉ

１
’
ｌ
χ
Ｉ
！
ｔ
ｌ
・
Ｉ
・

　
試
験
日

▽
二
月
十
八
日
（
日
）

　
試
験
の
種
類

▽
乙
種
第
四
類
危
険
物
取
扱
者

▽
丙
稲
危
険
物
取
扱
者

　
受
験
に
必
要
な
も
の

▽
受
験
願
書

▽
写
真
（
三
枚
）

▽
受
験
手
数
料

・場所および時間期日

期日・

１月16日㈹,岡|｢^

１月に日困

１月18日困

１月19日吻

１月22日の

１月23日因

日・　場　　所 受付時間

日㈹,岡|吟市役所東部支所午"|]|J9峙～午後４時

日困 々　六ッ美支所

々　大平支所

午前9峙～午後4時

日困 午前９時～午後4時

日吻 々　　岩津支所 午前9時～･午後4時１月19日吻 々　　岩津支所 午前9時～･午後4時

１月22日の 々　　矢作支所 午前９時～午後４時

１月23日因 々　　岡峙支所 午|jij9時～午後4時

ｈ
・
―
　
～
と
Ｉ
・
ル
し
げ
４
ｔ
’
‘
’
ｙ
７
１
ｔ
’
ｈ
ｆ

　
　
乙
繩
　
千
円

　
　
丙
種
　
八
百
円

　
願
書
提
出
先

▽
明
大
寺
本
町
一
の
四
　
四
三

河
事
務
所
総
務
課

　
願
書
受
付
期
間

▽
一
月
十
七
日
（
水
）
～
十
九

日
（
金
）

　
講
習
会

▽
二
月
一
日
（
木
）
、
岡
崎
市

甲
山
会
館
（
六
供
町
字
出
崎
一

五
の
Ｉ
）
　
市
主
催

　
そ
の
他

　
願
潜
お
よ
び
く
わ
し
い
こ
と

は
、
消
防
本
部
予
防
課
（
電
話

二
一
局
五
一
五
一
番
、
内
線
三

九
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。



　
▽
朝
の
部
　
三
十
名

　
▽
頴
の
部
　
三
十
名

　
受
講
料

　
千
五
百
円
（
モ
デ
ル
代
実
費
）

　
申
込
資
格

　
一
般
市
民
の
か
た
（
十
八
才
以
Ｌ
）
で
外
女

を
問
い
ま
せ
ん

　
申
込
方
法
お
よ
び
受
付

　
美
術
鰍
所
定
の
申
込
川
紙
に
受
講
料
を
添
え

て
、
開
設
場
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
受
付
け
は
、
一
月
十
六
日
（
火
）
午
前
十
時

か
ら
。
（
た
だ
し
、
休
館
日
は
除
き
ま
す
）

　
そ
の
他

　
川
材
は
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ご
希
望

の
か
た
に
は
会
場
で
あ
・
つ
せ
ん
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
先
着
順
に
受
付
け
、
定
［
貝
に
な
り
し

だ
い
締
め
町
り
ま
す
。

ざ　きかお市政だより目昭和48年Ｉ Ｊ川5 －
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　II

－ヽ

・
読
書
会
　
　
　
　
　
　
　
｀
｝
｀

　
と
　
き
　
一
月
１
口
（
水
）

　
　
　
町
い
印
１
ぼ

　
と
こ
ろ
　
巾
立
図
ほ
‥
館
第
二

　
　
　
閲
覧
室
（
．
．
昭
）

　
テ
ー
マ
　
バ
ア
カ
ジ
ャ
の
人

　
　
　
連
」

・
「
お
は
な
し
の
会
　
　
と
コ
か

　
み
し
ば
い
の
会
」
　
　
　
　
　
　
＝

　
と
こ
ろ
　
巾
迩
図
｛
館
竜
話

　
　
　
室
（
こ
ど
も
図
占
館
）

▼
と
　
き
　
一
月
十
一
目
采
）

　
　
　
　
　
午
後
三
時
一
二
卜
分
　
し

　
テ
ー
マ
　
づ
か
さ
じ
ぞ
う
に
　
　
’

　
　
　
＝
お
は
な
し
、
バ
お
に
　
Ｉ
｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

　
　
　
と
は
つ
ゆ
め
」
１
か
み
Ｋ

　
　
　
し
ば
い
　
　
　
　
　
　
　
．

▼
と
　
き
　
一
月
十
八
‐
（
木
）
　
ｈ

　
　
　
　
　
午
後
三
時
三
十
分
Ｕ
･
J

　
テ
ー
マ
　
　
１
か
も
の
お
か
あ
・
‥
・
．

　
　
　
さ
ん
と
り
く
の
た
び
」
　
ｉ

　
　
　
ｄ
お
は
な
し
、
　
１
兄
っ
ｒ

.

　
　
　
ｒ
太
郎
゛
＝
か
み
し
は

″
一
ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｘ

・
一
月
中
の
休
館
日
　
　
　
　
　
町
一

　
一
日
～
四
日
（
年
始
休
館
口
）
　
必

　
八
口
．
十
五
日
、
二
十
二
日
ｊ
。
｀

　
二
十
九
日
（
定
期
休
館
日
）
　
呵

　
三
十
一
日
（
図
書
整
理
休
館
４

　
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

●

ｊ
落
館
古
参
襄

い
１
　
童
こ
旱

ｊ
‥
‥
田
い
い
七
ｔ
一

品徒

二　--　Å

　
川
崎
市
心
術
館
の
誕
Ｉ
を
機
会
に
、
巾
内

小
・
中
・
高
校
Ｉ
の
'
■
"
/
　
*
　
-"
"
'
を
一
唯
に
展
示

し
、
口
ご
ろ
の
成
梁
か
二
般
市
民
の
み
な
さ
ん

に
見
て
い
た
だ
く
た
め
、
つ
き
に
よ
り
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
・
、

　
多
欲
ご
参
観
く
だ
さ
い
。
人
場
は
無
料
で

す
。

　
市
内
小
・
中
学
校
造
形
展

　
開
設
期
間

　
二
月
一
日
（
木
）
～
四
月
こ
十
六
日
（
木
）

毎
週
木
阪
日

　
開
講
時
間

　
▽
刺
の
部
　
レ
０
　
～
ｊ
二
時

　
Ｖ
昼
の
部
　
犬
時
～
四
待

　
開
設
場
所

　
岡
崎
巾
笥
術
館
（
明
大
々
町
字
荼
闘
‐
一
盾

　
地
一
之
・
電
話
五
一
り
四
二
ぺ
○
番
）

　
講
座
内
容

　
▽
二
月
‥
‐
り
列
と
顔
彩
の
使
い
力

　
Ｖ
三
月
‐
‐
水
墨
の
描
き
万

　
▽
四
月
１
岩
絵
具
の
使
い
方

　
講
　
師

　
畔
柳
　
赫
氏
（
白
七
会
会
員
、
岡
崎
美
術
協

会
理
事
）

　
募
集
人
員

Ｉ
｀
″
Ｉ
｀
’
Ｉ
‘
″
Ｉ
‘
″
ｌ
“
″
１
゛
￥
ａ
｀
″
ｉ
｀
″
Ｉ
゛
″
１

v^≫-**.･･.

　i ≪●゛,ゝ゛o‘
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今　tc
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Ｖ
展
。
小
川
川
　
一
川
ト
。
。
‐
～
ト
じ
‐
（
。
Ｍ
・
ド

―
四
ｆ
・
　
・
・
’

勺
い
叩
ｌ
ｒ市

内
一

毎 ▽

日 展

午 示

ゝ / . I U 1

心

　
市
内
小
・
中
学
校
書
き
ぞ
め
展

▽
展
示
期
閥
　
一
月
三
十
一
口
～
二
月
四
口
（

毎
日
午
前
十
時
～
午
後
五
０
　
）

Ｇ
～
午
後
五
時
）

高
等
学
校
生
徒
美
術
・
沓
道
展

期
間
　
一
月
二
十
四
日
～
二
十
八
目

前
十
時
～
午
後
五
時
）

小
・
中
学
校
書
き
ぞ
め
展



　
1
6
　
縦
貫
年
毎
兼
兼
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
二
三
局
六
四
九
二
番
）

人
権
相
談

　
　
と
　
き
　
毎
月
第
二
水
曜
日
（
一
月
ト
目
）
午
後
一
時
～
四
時

行
政
相
談

　
　
と
　
き
　
毎
月
第
二
、
第
四
水
曜
日
（
一
月
十
日
、
二
十
四

　
　
　
　
　
口
）
午
後
一
時
～
四
時

　
　
相
談
員
　
行
政
相
談
委
ｎ
（
伊
藤
文
四
郎
、
小
野
坂
雄
）

法
律
相
談
（
予
約
制
）

　
　
と
　
き
　
毎
月
第
二
、
第
三
、
第
四
月
曜
日
（
一
月
八
日
、
十

　
　
　
　
　
六
日
〈
ト
五
目
は
祝
口
の
た
め
〉
二
十
二
目
）
午
後
一

　
　
　
　
　
時
～
四
時

　
　
相
談
員
　
名
古
屋
弁
護
士
会
岡
崎
支
部
弁
護
十

　
　
法
律
相
談
は
、
予
約
制
で
す
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
等
で
お

　
　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
相
談

　
　
と
　
き
　
毎
週
月
曜
日
（
一
月
十
五
日
は
行
な
い
ま
せ
ん
）
午

　
　
　
　
　
前
十
時
～
午
後
四
時

　
　
相
談
員
　
県
交
通
事
故
相
談
昌

　
住
宅
相
談

　
　
と
　
き
　
毎
月
第
二
木
曜
口
（
一
月
十
一
日
）
午
後
一
時
～
四

　
　
　
　
　
時

　
　
相
談
員
　
住
宅
金
融
公
印
名
古
屋
支
所
住
宅
相
談
員

(きょうも苦情相談のため、現地の調査をする々こだま４号)
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